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お買い あげ をい ただ き、あ り

が と うご ざい ます。

この取扱い説明書をよくお読みいた

だいて、セコニ ック・ フラッシュメ

ター L-256の性能 を十分にご活川 く

ださいますよう、お願いいたしま |"
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本機 の特長 仕 様

・ セ コニ ック・ フ ラ ンシユ メー ター

L-256は 、すで にご愛用 いただ

いてい る (ス タジオデラ ックス28

シリーズ〕に、瞬間的 なフラ ンシュ

光 を測定 で きるよ うに開発 したハ

ンデ ィ タイプの フラ ッシュ メー タ

ー です。

・内部 回路 には、高信頼性 の電 子部

品 と、 プ リン ト酉己線 な どを採用 し

たこ とに よ り、 なお―層 の耐 久′陛

が得 られ るよ うにな りま した。

・受 光素Jrに
、 シ リコン`4‐ 光 ダイオ

ー ドを採用 した こ とによ り、光応

答性 にす ぐれ (10μ SeC)、  安定性

と正確 さがい ちだん と向上 しまし

た。

・ 入射光式 を主体 として、反射光式

の測定 も可能 なほか、一般露出計

と して も使 用 で きます。

・ フ ラ ッシュ メー ター単 独の、 ノー

コー ドで測定 がで きます。 わず ら

わ しい コー ドに よる制限 があ りま

せ んの で、操作 は簡単 に、 しか も

ス ピー デ ィです。 もちろん コー ド

を使 用 し、測定者 が 自由 に発光 さ

せ なが ら測定 す るこ ともできます。

・ 指針 は、受光後約 2分間 ス トップ

状 態 に な るよ う、電子回路 を設計

してい ます。

・特 殊 利用法 として、 スピー ドライ

ト (ス トロポ)の 増灯器 としても

利 用 で きます。

測 定 方 式

測 定 範 囲

測 定 精 度

受 光 部

ASA目 盛

DIN目 盛

絞 り 目 盛

シャッタロ盛

電   源

電 子 回 路

標準付属品

校 正 常 数

大  き  さ

重

入射光 式・反射光式兼用

フ ラ ッシュ光 のほか、定常光 も測定可能

高低 2段切 換 え

フラッシュ光奮箕莞褒御境駕∬島ll1/貯

定  常  光 含欝尭羮 1:1:::[:[」λ:「flil

±0.3EV以内 (%絞 り以内 )

入射 光式……光球 お よび白色平板

反射光 式……光 角度板 (ASA× 2)
素  子…… シ リコン受光 ダイォー ド

フィル ターによ り分光特性補正

6～ 12,ooo

9～ 42

1.4-128
1～ %。。。秒 (定常光 のみ使用 )

水銀電 池」IS言己号HM-4N型 (5.6V)1イ 固

電 子 回路 に よる指針 ス ト ンプ装 置 、バ ンテ リー チェ ック機構付

光球 ・ 白色平板・光 角度板 (ASA× 2)
シンクロコー ド

C=340K=152

136× 65〉く45nlnl

糸勺320g



各部 の名称

光球①

Lマ ーク②

Hマーク③

着脱指標④

ライ トロ盛⑤

指針⑥

バッテ リーチェックマーク①

スイッチボタン③

ダイアルライ トロ盛③

切換ツマミ部⑩

ダイアル△Hマーク①

ダイアル△Lマ ーク⑫

DIN目 盛 〇

ASA目 盛 ○

フラ ッシ ュオ旨標 ⑮

シヤッタロ盛 (定 常光のみ使用)①

ス ラ イ ド表 示 マ ー ク〇

スライ ドスイッチ⑩

光角度板2]

シ ンクロコー ド④

シンクロター ミナル

④電池ふた

バッテ リーチェックスイツチ

ゼ ロ位 置 調 整 ネ ジ

二 脚 ネ シ

○ヒモ掛け

変換 コー ド赤黒各 l本



準 備

極 1生 を確 認 して 、 挿 入 し ま す

ふ た の 凸 部 を本 体 の 受 け 口 に

1・ バ ッテ リーを入れ ます

バ ンテ リーは 」 IS記 号 HM-4N

ll(56V)水銀電 池 を1個使用 します。

(MALLORY TR‐ 164, Eveready

E164)

電池 S、 た② の凹部につめをかけ、軽

くもちあげます と、あ、たがはずれます。

電池の+極、一極 を確認 してから電

池ケース内の極 1生 の指示 どお りに、正

しく挿入 して ください。

電池のム、た④ をかぶせて閉 じるとき

は、 2ヵ 所の凸部 を本体の受 け口に合

せてかぶせ、軽 く押 してとリイlけます。

〔ご注意〕

*フ ラ ンシユメーターを使用 しないと

きは、スライ ドスイツチ⑩ を必 らず

OFFに する習慣をつけて ください。

(こ れは電池の余分な消耗 を防 ぐた

めです )

*長時間 (1カ 月以_L)使用 しない際

は電池を取 りだして、乾燥 した場所

に保管 して ください。

2・ バ ッテ リー チ ェ ッ ク

電 池 が規定 の電圧以下 にな ります と、

メー ターは正 しい測定値 を示 さな くな

りますので、使 用す る前 に、あ らか し

め電 池の電 圧 をチ ェ ック して ください。

〔チ ェッ クの 方法 〕

a・ スライ ドスイ ンチ(Dを 、FLAS Hま

たは COR D‐ INに します。

b。 本体 うち側のパ ノテ リーチェ ンク

スイ ンチ② を、白 11三 角印方向か ら

下ノノヘ 、ぃっぱいに スライ ドさせ

て くだ さい。

c・ 指針⑥ がバ ッテ リーチ ェ ックマー

ク⑦ の範 囲 をはずれ た場 合 は、電

圧 が低下 してい るの ですか ら、新

しい電 池 と交換 して くた さい。

3・ ゼ ロ位 置 の 調 整

スライドスイ ンチ⑩ と、スイ ソチボ

タン③ がOFFの状態で指針がゼロ位置

か
')ず

れてヽヽるときは、本体 うら1口1の

ゼロ位置調整 ネジ④ で正 しい位置に調

整 して ください。

〔調整の方法〕

a。 調整ネジ④のミゾに、ドライバー
を正 し く挿 入 します。

b。 指針⑥を見なが
',、

ドライバーを

静かに回転させて正しいゼロ位置
に指針⑥を合せます。

ス ラ イ ドス イ ッチ をFLA S Hま た は CO

RD IN(こ して 、 チ ェ ッ クス イ ッチ を下

方 へ押 す

調 整 ネ ジ を 左 右 に 回 し、 指 針 を正 し く



付 属 品

|が

光 球 の 白色 突 起 点 を、本 体 の指標 に合

せ て 、時 計 方 向 へ 回 わ す

白 色 平 板

光 球

光 球① は、入射 光式 で露 出 を測定 す

る と きに使 用 します。

〔取付 け方法 〕

a・ 光球① の基部 の端 につ け られ た白

色突起点 を、本体 の着脱指標④ に

合せ ます。

b・ 光球 基部 が本体 と正 し く密 着す る

よ うに挿 入 して くだ さい。

C・ 光球 本部 を時 li十 方向 に回転 させ ク

リ ンクで固定 され る位 置 まで!Jわ

して取付 け ます。

d・ 本体 の Hマ ー ク③ は、光量の特 に

多い ときの測定 に使 用す る指標 で

た球 の 白色突起点 を、 Hマ ー ク③

の ク リ ンク位 置 に合せ ます。

e・ 本体 の Lマ ー ク② は、光 量の少 な

|ヽ ‖寺
`こ

,則 定 す る と き使 用 す る1旨標

で光球 の 白色突起 卓をLマ ー ク②

の ク リ ンク位 置へ合せ ます。

f。 光球 を取 りはずす ときは、 この逆

の 方法 で行 い ます。

2.白 色平板

照度 をル クス単イ立で測定 す る ときと

照 明 コン トラス ト調 整 に使 用 します。

取付 け方法 は、光球 の取付 け操作 と

同 じです。

3.光 角 度 板

反射光式で露出を測定するときに使

用 します。取付 け方法は、光球の取付

け操作 と同 じです。

4 シ ン ク ロコー ド

フラ ンシユ メー ター とスピー ドライ

ト (ス トロボ)を 接 続 して測定 す る際

に使用 します。

この フ ラ ッシュメー ターには、付属

品 として約 6mの シンクロコー ドと、

極性変換 コー ド (赤 ・黒 各 1本、計 2

本 )がつ いてい ます。

〔ご注意〕
*フ ラ ンシユ メー ターの シンクロ ター

ミナル⑩ は、外側 の接 にが(― )極 、

内側の突起接 11が (十 極 )に なってい

ます。

*ご 使 )‖ の スピー ドラ イ トに よっては

このオえlヽ )́極′性力うt/iに なってヽヽ るよ場

イ、もあ りますの で、極性変換 コー ド

の赤・黒 いずれ か をjIFび 、 シン クロ

コー ドと接 続 してご使用 くだ さい.

*ス ピー ドラ イ トの ター ミ
‐
ナ ル極性 が

外側 が一極 、内側 の突起接 点 が 十極

の とき― ―。

〈赤 色の変換 コー ドと、 6mの シン ク

ロ コー ドを接 続〉

*ス ピー ドライ トの ター ミナ ル極性 が

外側 が十極 、内側 の突起接 点 が 一極

の とき―一 、

〈黒色の変換 コー ドと、 6mの シン

クロコー ドを接 続〉

*ご 使用の スピー ドラ イ トの ター ミナ

ル極性 が不 明の ときは、赤・黒 の い

ず′しかで I式 してか
',決

定 し、 ごイく用

の変換 コー ドを別 に保管 され る と使

ナ‖ Lの ,1と 喬しを1坊 ぐこ とがで きます。

*極 1生 が異 な る場 合は、本体 とスピー

ドライ トを接 続 して も、 スイ ンチボ

タン③ を押 した時 、 スピー ドラ イ ト

は発光 しませ ん。 (操作方法 は後述

を参照 )

の コ   極 は 〈黒 〉 の コ

ー ド

鋏 I

変 換 コー ドとシ ン ク ロ

コー ドを接 続 します

亀

し
」
■
、

1極 (ま く赤 〉

― ド

く赤 〉 の

変換 コー ド

ヲご

ン
タ

〈黒 〉 の

変 換 コー ト

98

光 角度 板



入射光 式 の測定

ダイア ル を指 で押 え 、切 換 え ツマ ミ部

を回 わ しフ ィル ム感 度 をセ ッ トします

光 球 は Lマ ー ク で は ぼ 測 定 で き ま す

スライ ドスイッチはFLASHに します

シンクロコー ドを用いな

い 〔入射光式〕の測定法

一般的には光球① をつけた入射光式

の測定 方法 を主 としていますので、こ

の米本的な使用方法 を説明 しましょう。

〔フィルム感度のセッ ト〕

あらか しめ、ご使用のフィルムの感

度 をセ ントして ください。

a・ ダイアルを押 え、切換え ソマ ミ部

⑩ を指先 でいlわ します。

b・ フィルムのASA(DI N)感度の数

イ直を、ASA(DI N)窓 (×Dの 白い

線にイヽせて ください。

'iFこ
では、 A S A100(DIN 21)に

イ)せ てあります。

〔測定方法〕

a・ 光球① を、受光部に取 り付けます。

H(H igh)と L(LOw)の 切 り換え

は、かなり強 。ヽ (高 出力)ス ピー

トラ イ トを用 いないか ぎ り、 L側

で測定 で きます。

なお 、 A S A100・ F22以 11は H側

で測定 して くだ さい。

b・ スラ イ ドスイ ンチ⑩ をFLASH
の位 置 に して くだ さい。

c。 フ ラ ッシュ メー ター は、被写体 の

測定 したいイ立置か ら、受 光古6(光
I求① )を カ メラ方F」 に 1占 ]け 、 フラ

ンシユ を発 光 します。

d・ 指 金卜は、 たた後約 2分問 ス トップ

J大 鬼彙とな り ま‐
す。 2,)を 糸鷲辻塾しま

す と、 1旨金卜は Iヨ Fll白勺にヨごロイ立i壁 に

戻 ります。

e。 再測定 、 またはす ぐに指針 をゼ ロ

位 置に戻 したい ときは、 スラ イ ド

スイ ッチ⑩ をOFFに す る と、す

ぐ指針 はゼ ロ位 置 に戻 ります。

「
子びFLASHの イ立置 に スライ ドスイ

チ⑩ を戻 して、再 猥1定 を行 なって

くだ さい。

f・ 受光後、指針⑥の指示 したライ ト

目曲⑥の数値 を、 ダイアルライ ト

目白◎ に移 します。

くご,主意〉

*光球 がLマ ー クの ときは、 ダイ

アルの緑の△ Lマ ークを、 ダイ

アルライトH盛◎ に/1せ ます。

*光球 がHマ ー クの ときは、 ダイ

ア ルの赤の△Hマ ー クを、 ダイ

アル ラ イ ト日盛⑨ に合せ ます .

g・ ダイア ル ロ盛 を合せ た状 態 で、F

LASH指 標⑮ の示 した数値 が絞

り値 とな ります。

〈ご注 意〉

*FLASH十旨標⑮ の ところに 125と

あ る シャ ンタ速度 の表 /rNは フ ラ

ッシュ描議多の場 合 は関係 あ りま

せ スレ。

*こ の シャ ッ タ速度 の表示 は、一

般 の露 出計 と して定常光 を測定

す る ときの み使 用 します。

*こ の メー ター は、 |:ヨ 光電球 では

使 用 で きませ ん。

〔測定上の注意〕

測定 したい部 分 に露 出計 をで きるだ

け近 ず け、受光 部 の光球 を カメラ レン

ズに正 し く向 け て くだ さい。

光球 が著 し く汚れ た場 合 は、誤差 を

もた ら しますの で、ぬ るま湯 で洗漁 し

てか らご使 用 くだ さい。

被 写体 の位 置 か らカ メ ラ に

受光 部 を向 け、発 光 させ ます

指 針 の 指 示 した 数 値 を ダ イ ア ル に移 す

と、 絞 り値 が 得 ら れ ま す



2・ シンクロコー ドを使用 し

た 〔入射光式〕の測定法

次の よ うな測定 条件 の ときは、 スビ

ー ドライ ト (ス トロボ)と フ ラ ノシユ

メー ター をシ ンクロコー ド② で接 続 し

て くだ さい。

a。 同 じ場 l lrで 人ぜ いの 人が ス ヒー ト

ラ イ トを使 ってヽヽ る場レ合。lf也 の ス

ビー トラ イ トの光 で、 メー ターが

誤動 14■
‐
る思 オしがあ りまう ,

b ・ 1 人・こ掛lヽ 1'■
~る

と き、 ヤた
'メ

千本fウ :itrl

で発光 させ 、測定 したい とき。

c ・ ll『 トシン クロllK景多́ )1祭 、 シン クロ

コー ドをイ吏用 しないて (ス ラ イ ド

ス イッチ⑩ をFLASH位置 )発 光 し

て もメー ターが感 じない とき ,

〔測定 方法〕

a・ フ ィル′、感 1芝 をセ ′卜しまう。

b。 た
'Ю

を受 光部 にJく りr」 け ます

c ・ スラ イ ドスイ ′チC)を CORD IN II

しま→‐

d・ 千」属 の シン クロ コー トの で、 スヒ

ー トラ イ トとフラ ッシュ メ‐ ター

を接 続 します .

・ 被写体位置か
')、

フラ ′シ,メ ー

ターの'そ 光部を力 /ラ 方向に向け

スイ ンチボタン③ を押 して くださ

い.押 すと同時にスピー ドライト

(ま ′6)Lし  まう

。1旨全KDは 、 スイ ′チホタン(Dを オ甲

し続けている間だけスト ′ブ状態

になっていまう

ライ トHIЮグ)数 71を 1洗 み とるま

で押 し続けていて ください。

指 を放すと、1旨金l⑥ はゼロ位置に

戻 りま|.

g。 受光 した状 態 の まま、指 ,l⑥ を一

日寺ス ト ンプ さまきたヽヽ ときは、 スイ

ッチボ タン③ を押 し続 けなが ,)ス

ライドスイ ′チ⑩ をCORDlNか ら、

FRAS Hへ 不多fllJさ せ て くだ さい。 糸勺

2分間 、指

'卜

を ス ト ソフ させ るこ

とがで きます。

h・ 絞 りllAの 読取 り方 は、前述 と同 じ

です。

〔ご注意〕

フ ラ ッシュ メー ター に、 シン クロコ

ー ド(変 換 コー ド)を 接 続 す る とき ま

た Iよ 、 コー ドを接 続 してい て スライ ド

スイ ンチ をOFFか らCORD IN{二 した と

き。 シンクロ コー ドを接 続 していて、

他 の ノァの ス トロボたを メー ターが受 (十

た とき、 スピー ドライ トカ■L光 するこ

とがあ ります ‖故障 で |よ あ りませ んの

で、その ままごf吏

'1く
だ さい。

ス イ ンチ ボ タ ン を押 す と発 光 し、 同時

に 701定 が で き ます

ス イ ンチ ボ タ ン を押 し続 け てい る間 た

け、指 針 は ス トッ プ します

ス イ ンチ ボ タ ン を押 した ま まFLASH I

ス ラ イ トす る と、 指 金十は止 ま ります

ｌ

Ｖ

独 りで
'貝

」定 した い と き、

ュ光 の 影 響 を受 け や す ヽ

ロ コー ドが べ ん りで す

他 の フ ラ ンシ

と き、 シ ン ク

スライ ドスイ ンチをCORD Nに

シ ン ク ロ コ ー ドで 接 続 し ま す

11

1J
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反射光式 の測定

光 角度 板 を受 光 部 に つ け ます

ASA感 度 数 値 を 2倍 に した数値 を、 ダ

イアル にセ ッ トします

反 射 光式の測定 方法

〔光角度板〕を使用

反射光式で測定するときは、受光部

に光角度板② を取 り付けて ください。

シンクロコー ドを使用 しないときと

使用する場合のそれぞれの操作は、前

述 の入射光式の操作 と同様 です。

〔測定方法〕
a・ 光角度板 の本部 にあ る白色突起点

を本体 の着脱指標④ にイ)せ て挿 人

し、日寺計 方向 に回 わ して ク リ ンク

に よ って固定 され る位 置 まで回転

させ ます。

b ・ クリ ックによって‖J,こ さ才しるイ立置

は、Hマ ー クとLマ ー クの 2が 叶

があ ります 必 ずいずれ かの クリ

ァク位 置 までセ ットして くだ さヽヽ

(ク リ ックイ、ア置以 クトにセ ントした

場 イ、́ )i‖うこは言呉差 を もた
',し

ます )

c・ ASA数 値 を 2倍 に した数値 を グ

イアルにセ ッ トします。

例 えば、 A S A 100の フ ィツレムで

はA S A 200と してASA目 盛⑭

にセ ットして くだ さい。(DINの
上場ィ)は ぅメラス3に して、 DIN 21
は DIN 24に )

d・ フラ ッシュ メー ター を、被写体 の

主要部 にで きるだけ近づ けて、被

写体 か らの反射光 を測定 して くだ

さい。 この とき、 フラ ッシュ メー

ターの影 を測定部 に入れ ない よ う

十―分 に気 をつけて ください。

e・ 指針⑥の示 した数値 をダィアルラ

イトロ盛 ⑨ に移 しかえます。光角

度板② が Lマ ー クの ときは緑の△

Lマ ー ク を合せ 、Hマ ー クの とき

は同様 に 赤のHマ ー クをイ)せ ます。

f・ FLASH指標⑮ の示 した数値が絞 り

値 を表わ します。

g° シヤ ンタ速度の数値は、この場合

関係あ りません。 (一般の露出計

として使用する場合に用います )

h・ スライ ドスイッチ⑩ の操作は、人

射光式 と同様 に操作 して ください。

くご注意〉

|て 射光式 の測定 の場 合、標 準反射板

をご使用 になる と、よ り正 しい数 111が

得 られ ます。

露 出計の受光 部 は、測定 したい筒所

に正 し く向 けて ください。

被 写体 に で きる だ け近

ず い て測 定 します 。操

作 は 入 射 光 と同 じです

指針の指示 した数値 をダイアルに移す

と、絞 り値が得 られます



一般 露 出計 に

入 射 光 測 定→ 光 球 を使 用

反 射 光 測 定→ 光 角度 板 を使 用

反 射 光 の と きは フ ィル ム感 度 を 2倍 に

一般露出計 としての測定

〔入射光式〕測定法

〔反射光式〕測定法

人射光測定の ときは光球① を、反射

光測定の ときは光角 1支 0゙ (光 角度板

をイ費用するときは 2倍のASA数 値に

セ ントします)を 、受光部に取 リイヽ1け

ます。

〔測定方法〕

a ・ スライ ドスイ ンチ(Dを CORD INに

します。 ただ し、シンクロコー ド

は必要あ りません。

b・ スイ ンチボタン③ を押 します。(定

常光の場イ)で も瞬‖‖的に受光 しま

す )

c。 指針⑥の示 したライ トll盛 の数値

を読み とります。 ただし、スィ ノ

チボタン③ を放すと指針はゼロ位

置に戻 りますので、読み終 るまで

押 し続けて ください。 (ス ィ ′チ

ボタン③ を押 しなが r,、 スライ ド

スイ ッチ⑩ をFLASHに すると、指

'卜

を率,2分 ||リ ス トソフJ人態にする

ことができま1,

d・ ライ トロ盛Эの数値を、ダイアル

ライ トロ盛に移 しかえ、ダイアル

の△マークをその数値に合せてく

ださい。

受光音βが Lマー クのときはダィァ

ルの緑の△ Lマ ーク を合せます。

受光部 がHマ ークの ときはダィア

ルの赤の△Hマ ークを合せて くだ

さい。

e・ △マー クを合せたら、絞 り値〇 と

対応するシャ ノタH盛⑩の組み合

せが得 ら″します。

〔ご注意〕

夕・イア′レのFLASHォ旨本票Э は、 この場

イ)関係あ りません。 %25秒 を示す位値 と

なります。 1秒 から‰秒 までを、絞 り

値 と組み合せてご利用 ください。

ス イ ッチ ボ タ ン を押 した ま ま数値 を読 み

絞 り値 は シ ャ

FLASHに スライ ドすると、指針は と

ま ります

スライ ドスイ ンチはCORD INに

ダイアルの△指標に数イ直を移 します

スイ ンチボタンを押 して
'員

J定 します

16
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コントフ ス ト 定
＝
＝
Ｕ

ロ

ハ

コン トラス トを測定するときは、自色

平板 を取 リイ寸けて くナごきヽヽ

被写体 位 置 で 、主 光 源 と補 助 光 源 の 明

る さ を そ れ ぞ れ測 っ て 、比 較 で きます

定 常光 お よび フラ ッシ ュ光の

コ ン トラ ス ト測定の 方法

〔自色平板を使用〕

被写体位 置での 主光源 に よる明 るさ

と、補助光源 に よる明 るさを、それぞ

れ測定 した照明 コン トラ ス ト比 を調整

う る ときに使用 します。

〔測定方法〕

a・ 白色平 も゙ を、受光部に取 リイ」け

ます。取 り付け方法は光iS、 光

角度板② と同様です。

b・ シ ンクロ コー ドを用 いない とき及

び用 いた ときの操作 の仕 ノJは 、人

射光 式 の l・x作 と全 く同様 です。

照度 (ル クス)の測定方法

〔自色平板を使用〕

白色平板を使用すると、照度計とし

て使用することができます。

〔測定方法〕

a。 白色平板④ を、受光部に取 り付け

ます。

b…■光部を測定面に ア`行にお き、ス

ライ ドスイ ンチ⑩ をCORD IN`こ し

て、スイ ンチボタン③ を押 して く

ださい。 (シ ンクロコー ドは不用 )

c・ ライ トロ盤Эから指針の示 した数

値 を読み とり、次の換算表から照

度 (ル クス)が得 られます。

d・ 白色平板がHマ ークの ときは、表

のルクス数イ直を321吉 してください。

e・ 換算表の照 1支 (Lx)にス25を 推ドすると

LxSecと なります。

白色 平 板 を使 っ て 照 度 を測 定 す るに は

ス ラ イ ドス イ ンチ をCORD INに

受 光 部 を測 定 面 に平 行 にお き、 ス イ ン

チ ボ タ ン を押 します

ヽ

　

ヽ
ヘ
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Ｉ
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目
　
盛
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イ
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特殊な利用方法

1・ 増 灯器 と しての利 用法

メ イ ン フ ラ ッシ ユの光 を受 け る と、 同

時 に補 助 光 源 を発 光 させ ます
メインフラッシュを発光すると同時

に、瞬間的にフラ ンシユメーターが光

をキャッチし、増灯用フラ ンシユを同

時発光 させる、便利な利用法です。

増灯器 として使用するときは、光球 を

使い、スライ ドスイッチをFLASHに

〔利用方法〕

a・ 受光部に光
'Oを

取 り付けます。

b・ スライドスイチ⑩ をFLASHま たは

CORD‐ lNに してく′ごさヽヽ
,

c・ 増灯用フラ ンシュ と、フラッシュ

メーターをシンクロコー ド② で接

続 します。

d。 メインフラ ンシユを発光するとFill

灯用フラ ンシユも同調 して発光 し

ます。

2Cl
21

(応用例 a〕

フラ ッシュメーター と」lYl丈「用フラ ン

シ・ を、直接 シンクロコー ドで接続 し

ます。

〔応用例 b〕

フ ラ ンシュ メー ター を タップ と接 続

'れ `∫

、数 多 くの増よ「 フラ ′シュを同

,J司 させ るこ とがで きます。

(応用例 c〕

フ ラ ァシュ メー ター を被写体位 置に

置けば、増 灯 と同時 にその‖キの全光 電

(増灯 したフ ラ フシュ も_,、 くめ て )も

‖J定 で きます。

この場 合 スライ ドスイ ンチ⑩ はFL―

ASHに して くだ さい

メイン フラッシュと同時に補助光源を

発光 させます

タ ッ プ を使 用 し、 同時 に数 個 の補 助 光

源 を発 光 させ ます

り
ぃ

増 灯 す る と同時 に、 増 灯 した光 量 もふ

くめ て全 光 量 を測 定 します



全 フ ラ ッシ ュ を タ ンプす れ ば 、 同時 に

全 フ ラ ンシ ユ を発 光 させ て 、各方 向 か

らの光 量 を適 格 に測 定 す る こ とが で き

ます .

2灯以上の フラ ッシュの

同時測定

2灯以_上 のフラッシュを使用する場

合、タップを使用 して、同時に全光量

をlu定 することができます。

〔測定方法〕

a・ 使用フラ ンシユを、コー ドで lヵ

所にタップ します。

b。 そのタップに、フラ ンシユメータ

ー を接続 して ください。

c ・ スライ ドスイ ンチα)を CORDJNに
します。

d・ スイッチボタン③ を押す と、全フ

ラッシュが発光 し、全光量 を,Hl定

することができます。(操作ブj法 は

前述の入射光式のシンクロコー ド

使用の測定法 を参照 )

｀
、  

キ   ′

操作 一覧

フ ラ ッ シュ光 定 常 光

入 射 光 式 測 定 光 球

※
ス
イ
ッ
チ
ボ
タ
ン
⑧
一を
押
す
と
き
は
、
ラ
イ
ト
ロ
盛
を
読
み
と
る
迄
押
し
続
け
る
こ
と

※
ス
イ
ッ
チ
ボ
タ
ン
③
を
押
し
続
け
た
ま
ま
、ス
ラ
イ
ド
ス
イ
ッ
チ
⑩
を
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
す

る
と
、
指
針
⑥
を
約
２
分
間
ス
ト
ッ
プ
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

反 射 光 式 測 定 光 角 度 板

一般露出計 として 光球 ・光角度板

コン トラ ス ト測定 白 色 平 板 白 色 平 板

照度 (ル クス)測定 白 色 平 板

シンクロ コー ドを

用 い な い と き

FLASH

□ ■ □

CORD― IN

■   □   □

スイ ッチ ボ タン

を押 す

ンンクロ コー ドを

使 用 す る と き

CORD― IN

■  □  □

スイッチボタン

を押す→発 光
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アフターサービスについて

弊社の製品には一定期間内の無料修理 をお引受けする保証書 が添付

され ることになってお りますので、記載事項 をお確 かめの うえ販売店

よ りお受取 りくだ さい。

なお保証書 の再発行 は致 しませ んの で、取扱説明書 と併 せて大切 に保

管 して くだ さい。

取扱 い上 の注意

●無料保証期間などについて

①無料保証期間 Iよ お買上げ日より lヵ

年間でございます。

②保証書にお買上げ 日および販売店名

のないもの |よ 保証の対象になりませ

んので、必ずお確かめください。

③無料保証期間内でも有料修理となる

場合もございますので、保証書の記

載事項をお確かめください。

④保証期間経過後の修理は有料 となり

ます。また、運賃諸推卜りはお客様に

ご負担願います。

●彬 用性能部中 間などについて

①補 1参用 1生市ヒ音β品は 7年 間を目安 に保

有 しております。したがつて、本期

間中は原則として修Flを お受けいた

しきす。なお故障筒所によりまして

は期Hlが過ぎても修理可能の場合も

ありますのでサー ビスセンターにお

問合せ ください。

②修理可能期間 |よ ご使用の状態や環境、

お手入の状態など (こ よつて異なる場

合がありますので、現品をご持参の

うえお買上げ店またはサー ビスセン

ターにご本H談 ください。

③修理可能期間内でも浸冠水、強度の

ショック、その他損傷のいち じるし

いもので、修IE後 の機能維持に問題

が残ると思われますものにつきまし

ては修理不能となる場合があります。

●修理 ご依頼時 におけ る留意事項

① 修 FF品 につきましては、故障 内容 を、

また ご指定の修理 筒所があ ります場

合 に |ま 、 その指定 筒所をで きるだ け

具体的 にお 中 し出 くだ さい。

ご指定のない場 合 には、 各部点検 を

は じめ品質的、 1生能 的 に′Zヽ 要 と認め

られ るす べての ところを検査・ 調整

・修理す ることにな り、 1蓼 理料 金が

加算 され る場 合があ りますので ご留

意 くだ さい。

② l,理を ご 1/k頼 された ものの 中には、

単 に電 池を 交換す るだけで正常 に作

動す る 「故障 して いないもの」が 見

受 け られ ます 。電 池の容 量低下 、①

Oの 逆、定格違いな どについて、よ

くお確 め くだ さい。

8霞曇』雪銘濶萌詈 崚 1
売り吉にご依頼 し |こ くしヽ場 合 |よ 、 最寄

りのサー ビスセ ンター にご相談 くだ  ひ

さい。

●お問合せ先について

本製品の保証、修理、使い方などのお

問合せ Iよ 、最寄 りのサービスセンター

をご不可用ください。

フ ラ ンシユ メー ター L‐ 256は 精密機

械 ですの で、下 記の点 に ご注意 くだ さ

a 。落 下、 または急謗になイ輸撃 はネ色丈寸に

さけて くだ さい。

b。 極度 の高 温 、 多湿 の場 所 には保管

しないて くだ さい。

c・ 磁 性 に影響 あ る所 、お よび防虫剤

の 入 ってい る所 での保管 は さけ る

よ うに して くだ さい。(金属 キャ ビ

ネ ット、 たんす等 )

d・ 光球 、白色平板 は、傷 がつか ない

株式

会社

よ うに、 また常 に ,青 潔 にイ呆つ よ う

に して くだ さい。(汚 れが著 しい と

きは、石 けん を溶 か したぬ るま湯

で よ く洗浄 して くだ さい )

万一故障 が起 きま した ときには、最

寄 の営 業所 、 またはサー ビス・ ステー

ションにお持 ち くだ さい。

お近 くに、営 業所 またはサー ビス・

ステー ションがな く郵送 され る場 合 に

1ま 厚 さ 3 cln以 上の衝 撃 よけパ ノキ ング

に包 んでか ら、段 ポールな どで梱 包 し

て くだ さい。

―

林 営業所 〒 77東 京都練馬区大泉学園町7-24-1403(922)2153

大 阪 営 業 所 〒541大 阪市東区本町2-25本町ビジネスビル 06(203)1571

名古屋営業所 〒460名 古屋市 中区栄 5-8-14 万国ビル 052(251)6201

東京サービスセンター 〒 162東京都新宿区市ヶ谷田町3-8新杵ビル 03(269)7241

・r7


